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巻頭言 

航空学科 90 年 
 

日本ヘリコプタ協会 牧野 健（昭和 32/3．航空学専修） 
 
 昨年は日本で飛行機が初めて飛んでから 100 年に

あたり、種々それに因んだ催しがあった。また航空宇

宙会会員の山崎直子さんがスペースシャトルで宇宙

ステーションへ行かれたことも大きな話題となった。

しかし、何といっても惑星探査機「はやぶさ」の帰還

が最大の関心を集め、人々に感動も与えた出来事と言

えよう。5年前の航空会総会の講演会で聴いた川口淳

一郎さんの講演に大変感激したことを思い出してい

る。 

ところで私の年代では、「はやぶさ」「いとかわ」と

聞くと否応なしにある連想が浮かんでくる。それは昭

和 16 年に陸軍の制式機になった一式戦闘機「隼」で

あり、私が少年の頃買い求めた「航空力学の基礎と応

用」の著者であり、ペンシル・ロケットから始めて、

日本のロケット開発に大きな貢献をされた糸川英夫

先生である。糸川さんは昭和 10 年に航空学科を卒業

されて中島飛行機に入られ、陸軍の九七式戦闘機や隼

戦闘機等の開発にも参加され、空力設計を担当された。

因みに隼試作機の初飛行は昭和 13 年 12 月であり、糸

川さん入社後僅か 3年余りのことである。現今とは時

代の状況が大きく異なるとはいえ、若くして大活躍を

されていたということがうかがえる。 

 昭和 20 年の敗戦まで、わが国での航空機の開発は

軍用機中心であるが、今日とは比較にならないくらい

多種多様に亘って行われてきた。それらに多くの私達

の先輩が努力を重ね、貢献をされて来たことは言うま

でもない。日本の航空 100 年と東大航空学科 90 年で

もあった昨年をひとつの区切りとして、航空宇宙会と

して、先輩のそうした努力や貢献を振り返ってみる企

てを考えてみても良いのではなかろうか? 

 あまりにも有名なゼロ戦(海軍 零式艦上戦闘機)

の設計者堀越さん(昭和 2年卒)をはじめ、海軍の陸上

攻撃機の設計者本庄季郎さん(大正 15 年卒)あるいは

長距離飛行記録機の設計者木村秀政さん(昭和 2 年

卒)のように、その後のご活躍も含めて広く知られて

いる方々は別として、ここでは、昭和の初め頃以降に

航空学科に入学され卒業後航空界に尽くされた方々

の何人かについてご紹介し、同窓の先人の努力のあと

を辿る活動について会員諸兄姉にお考え頂くよすが

にでもなればと思う次第である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和 5 年卒の菊原静男さんは川西航空機(現新明和

工業)で今も傑作機として名高い二式大型飛行艇を設

計された。昭和 17 年当時、世界一の性能と能力を持

ち歴史に残る名機と言われている。最高速度 472km/h, 

航続距離 7000km が米海軍による飛行試験結果として

報告されている。この飛行艇の開発時に考案された波

消装置は戦後の航空再開後に新明和で菊原さんが中

心になって開発された US-1 飛行艇以降に実現実用化

されている。なお、戦中から戦後の再開後を通じて昭

和 14 年卒の徳田晃一さんがいつも菊原さんの部下と

して多大なサポートをされ、飛行艇技術の発展に寄与

された。 

昭和 6 年卒の久保富夫さんは高速で航続力に優れ

た司令部偵察機という新しい概念の機体を三菱で開

発された。九七式とその後継 100 式司令部偵察機で

ある。昭和 12 年、前者の同型機が朝日新聞社の神風

号として当時の長距離連絡飛行の速度記録を樹立し

国民に大歓迎され、航空に関する理解や関心を深め

るのに大きく貢献した。100 式は流麗な外形を持った

双発機で,並みの戦闘機では追いつけない高速を誇

っていた。 

昭和 9 年卒の中村勝治さんは中島飛行機で真珠湾

攻撃の主力であった九七式艦上攻撃機の設計主務を

務めた。油圧による引込脚、主翼折畳み、フラップ作

動や定速プロペラ等々新しい技術を採り入れた優れ

た雷撃機であった。昭和 12 年に海軍の制式機になっ

たが、それは中村さんの卒業後たった 3年のことであ

った。 

昭和 14 年卒の鶴野正敬さんは、海軍技術士官とし

て空技廠におられたが、前翼型の局地戦闘機震電の開

発をされた。高高度邀撃機に前翼式が利点があるとの
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持論に基づき前翼型モーター・グライダーを造って自

ら飛行試験を行ってデータを集め、震電の開発を実現

された。終戦直前に数回の飛行試験が行われた。計画

では、最高速 750km/h が出る 30mm.機関砲を備えたユ

ニークな戦闘機であった。 

昭和 14 年卒の長谷川龍雄さんは立川飛行機で陸軍

のキ-94Ⅱ高高度戦闘機開発の設計主任をされた。気

密室を備え、高度 10,000m で最高速度 712km/h、実用

上昇限度 14,000m といった優れた性能をもち、主翼に

は長谷川さんが研究設計した TH 翼型という層流翼型

が使われた。B-29 邀撃に大きく期待されたが試作一

号機の完成は終戦の一週間前で、初飛行には至らずに

終わった。この時長谷川さん 29 才であった。なお戦

後はトヨタ自動車に入られて、数々の名車を設計開発

し同社の技術の頂点におられた。 

航空宇宙会の先輩の活動・成果などをどんな形で振

り返るか、これから考えるきっかけにでもなればと思

いつくままに書き綴ったが、20 代 30 代で素晴らしい

仕事をする機会を増やすことにも考えを致すことが

大切だと改めて感じている。 
 

報告 

航空宇宙工学専攻・学科の近況 
 

専攻長・学科長 李家賢一（昭和 57/3．航空工学専修） 
 
 航空宇宙工学専攻・学科の過去 1年の状況を報告致

します。 

 平成20年10月から半年にわたって工学部7号館の

耐震補強工事が行われましたが、本年度は、改修され

た７号館をフルに活用した最初の 1 年間でありまし

た。各種の教育研究活動に活用できる会合スペースも

拡充され、また学部学生用控室には、過去に産業界や

研究機関から寄贈いただいた航空宇宙関連の機体と

エンジンの一部が展示され、学生教育に活用されよう

としています。 

 現在専攻では、幾つかのプロジェクト研究が活発に

行われています。平成 21 年度から開始された内閣府

の最先端研究開発支援プログラムの一つとして中須

賀真一教授を中心とする「日本発の「ほどよし信頼性

工学」を導入した超小型衛星による新しい宇宙開発・

利用パラダイムの構築」の活動が本格化しております。

この研究のために数多くの特任研究員等が採用され、

7号館内に本拠地を構えて進められており、本年後半

には衛星を打ち上げる予定であります。報道等でご存

じの方も多いと思いますが、山崎直子宇宙飛行士（平

成 5 年 3 月宇宙工学専修）が JAXA を休職され、本年

3 月末まで学術支援専門職員として本プログラムに

参画されています。なお、山崎氏は、国際宇宙ステー

ション(ISS)での任務を終えて地上へ帰還した直後の

7月8日に安田講堂において学外者を含む多数の聴衆

の前で「帰地球」報告会を開催されました。 

 一昨年度から鈴木真二教授を中心として活動を開

始した「航空イノベーション研究会」に賛同いただい

た三菱重工業殿からの寄付によって、全学の講座であ

る「航空イノベーション総括寄付講座」が設置されて

います。この講座についても 7号館内にオフィスを構

え、様々な活動を行っております。本年度は、5月 19

日に「東京大学・ボーイング 航空と環境ワークショ

ップ」、8月 25 日に社会人向け「東大航空産業セミナ

ー」、10 月 27 日に「セーフティフォーラム 2010」そ

して 12 月 7 日には日本での航空機初飛行 100 周年を

記念した「日本の航空 100 年記念フォーラム～日本の

航空の明日を考える」が開催されています。環境問題、

中小企業の参入、地方航空の活性化など広い観点から

の議論が行われました。一方「航空イノベーション研

究会」関連では、8 月 3 日・4 日にボーイング社によ

る航空サマースクールが行われました。これは昨年度

のエアバス社による同企画の 2回目であり、多くの大

学院生が参加して国際的コミュニケーション能力の

強化に取り組みました。また大学院の通年講義「航空

技術・政策・産業特論」も引き続き開講され、技術面

にとどまらず政策、経営、金融分野等のさまざまな講

義がオムニバス形式で行われました。この講義の最後

にはビジネスシミュレーションとして交渉学に関す

る演習が実施され、幅広い視野を持つ人材育成教育が

行われています。 

 この他には、ソウル大学、清華大学、東大の 3大学

合同で毎年開催されている「三大学航空宇宙工学合同

ワークショップ」が、本年度の幹事校である韓国のソ

ウル大学において 10 月 25 日・26 日に開催されまし

た。本年度は空気力学分野をテーマとしたため、筆者

を含む3名の教員と4名の大学院生が東大から参加し

てきました。またグローバル COE「機械システムイノ

ベーション国際拠点」の活動の一つとして第 3回航空

宇宙イノベーション・ワークショップが本年も 1 月

31 日・2月 1日に開催され、海外からの招聘研究者を

交えた研究討論が行われました。 

 一般向けの啓蒙活動の一環として行われていた「夏

休み航空工学教室」（小中学生対象）は、7 号館改修

に伴い 2年間開催されませんでしたが、装いも新たに

開催場所を学外に移して 8 月 23 日に実施され、好評

をいただきました。 

 教員や学生の個々の活動も精力的に行われていま

す。横関智弘准教授に対し平成 22 年 5 月に日本複合

材料学会 2009 年度論文賞が授与されました。この他、
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9 月にフランスで開催された第 27 回国際航空科学会

議（ICAS2010)において学生論文賞を日野琢磨君（博

士 1年、土屋武司准教授指導）が受賞するなど、学生

も優秀発表賞をいくつか受賞しております。 

学生の就職状況に関しては社会状況の厳しさから

懸念されましたが、お陰様で従来通りの求人状況のも

とで、学生の進路はほぼ決定しております。ただし、

旧来からの学科推薦枠ではなく自由応募の形態で就

職活動を行う学生数は益々増えています。就職活動の

開始時期が早まる傾向は続いており、これが学生の教

育に与える影響は否定できない面があります。一方、

学部 2 年生の進学振り分け時には例年通り多くの学

生が当学科を志望する状況は続いております。これに

ついては航空宇宙会の皆様の昨今のご活躍が大きく

影響していると考えています。 

 専攻の人事としては、平成 22 年 3 月末に長島利夫

教授が定年を迎えられております。平成 22 年度中は

特に大きな教員の移動はありませんでした。 

 大学では、法人化以降、運営面で様々な変更がなさ

れています。例えば一般企業では当然であった安全管

理体制の拡充に加えて、職員評価制度、就労管理シス

テム、学生による授業評価など多くの改革が進んでお

ります。このような大学内での変革に惑わされずに、

教育研究面での本来の使命を忘れることなく活動し

ていく所存です。今後ともご支援をよろしくお願い致

します。 
 

報告 

平成 22 年度航空宇宙会総会、講演会報告 
 

渡辺紀徳（昭和 56/3．原動機学専修） 
 
 平成 22 年度航空宇宙会総会および講演会は、平成

22 年 6 月 26 日（土）、東京大学浅野キャンパスの武

田先端知ビル 5 階、武田ホールにて開催されました。

例年、神田学士会館で開催されておりましたので、戸

惑ったこともありましたが、大きな混乱なく、和やか

な会だったと思います。 

午後 3時から講演会が行われました。今回は日産自

動車の松尾勇也氏（昭和 58/3. 航空工学専修）と大

島宗彦氏（昭和 58/3. 航空工学専修）により、「ハイ

ブリッド自動車、電気自動車の現状と将来‐変革期の

クルマ作りの現場から‐」と題して、CO2 削減を目指

す最新の自動車技術についてご紹介頂きました。地球

温暖化防止のため、自動車の CO2 削減は非常に重要で

すが、日産では 2050 年までに CO2 を 70%から 90%削減

することを目指し、2006 年から「グリーンプログラ

ム」を実施中で、ハイブリッド車、燃料電池車、電気

自動車の開発が行われています。急速に普及が進むハ

イブリッド車では、世界で各社が性能を競っている状

況で、様々なタイプが開発されていますが、その中で

常に新しい魅力を創造し続けることが大切とのこと

でした。一方、電気自動車については、充電の不便さ

など種々の制約がありますが、日産では全国 2200 か

所のディーラーに充電設備の設置を進めており、ほぼ

40km に 1 箇所設置される計画とのことです。CO2 削減

に向けて、非常に厳しい競争の中で、活発な開発が行

われている様子がよく理解できました。また、浅野キ

ャンパス内で電気自動車に試乗する機会を提供頂く

ことができ、参加者の皆さんに大変好評でした。 

 講演会終了後、平成 22 年度総会が執り行われ、五

代会長の挨拶の後、会計報告と、李家賢一専攻長（昭

和 57/3. 航空工学専修）による学科・専攻の近況報

告がなされました。引き続いて武田ホールホワイエに

て懇親会となり、平沢秀雄氏（昭和 19/9. Ⅱ機専修）

の乾杯で和やかに懇談が行われました。 
 

報告 

航空 100 年 
 

鈴木真二（昭和 52/3．航空工学専修） 
 
2010 年は、1910 年 12 月に現在の代々木公園で徳川

好敏、日野熊蔵両陸軍大尉が日本で初の動力飛行に成

功した 100 年目にあたり、各機関で航空 100 年を記念

する催しが開催された。東京大学の航空イノベーショ

ン研究会、航空イノベーション総括寄附講座では、

2009 年 12 月に実施した日仏合作グライダー100 年の

記念式典に続き、2010 年 10 月 27 日に、日本航空技

術協会との共催で、「日本の航空 100 年、航空技術と

航空安全フォーラム」を、12 月 7 日に、東京大学政

策ビジョン研究センターとの共催により、「日本の航

空の明日を考える～日本の航空 100 年記念フォーラ

ム～」をいずれも安田講堂で開催した。「航空安全フ

ォーラム」では、最初の動力機がフランスのファルマ

ン機とドイツのグラーデ機であったことに因み、エア

バス社から航空技術の発達に関する基調講演がなさ

れ、その後、行政、研究、操縦、整備の各分野での航

空安全への取り組みが議論された。「日本の航空の明

日を考える」フォーラムでは、これまでの日本の航空

輸送の歴史を振り返るとともに、今後の航空が抱える

課題とそれへの提言について、特に国内航空ネットワ
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ークの維持・活性化に焦点を当てた議論がなされた。 

 こうした中でも、航空 100 年記念の最大の催しは、

初飛行の日として認識されている 12月 19 日に、代々

木公園内で、徳川豪英氏(88)、日野虎雄氏(99)の両大

尉の長男の参加による記念式典が日野市の出身の熊

本県人吉市と日本航空発始之地顕彰保存会等の共催

により開催され、その後、両氏も参加して記念シンポ

ジウムが「空と宇宙展」の開催される国立科学博物館

で行われたことであった。代々木での初飛行には東京

帝国大学教授であった田中舘愛橘博士も関与したこ

ともあり、筆者も同式典で挨拶するとともに、シンポ

ジウムでの講演を行い、徳川、日野両大尉の初飛行を

称えるとともに、100 年記念を転換期にある日本の航

空の次なる飛躍のための契機としたいと表明した。 

 なお、国産飛行機としての初飛行は、代々木での飛

行の翌年、1911 年 5 月 5 日に奈良原三次氏（東京帝

国大学工学部卒）により現在の所沢航空記念公園によ

りなされたと認識されている。奈良原氏は、代々木で

の両大尉飛行の際にも、プロペラの製作や機体の修理

にも携わっており、1912 年には、千葉県稲毛海岸に

民間飛行場を開設し、民間パイロットの養成や民間機

の開発を行い、民間航空の発展に貢献した。奈良原三

次氏のご親族をご存じの方がいらしたら航空宇宙会

までご一報いただきたい。2011 年は国産飛行機 100

年を顕彰すべき年である。 

  

「航空安全フォーラム」におけるエアバス本社 代々木公園での記念式典における 

上級副社長ライナー・オーラー氏による講演 徳川豪英氏(右)と日野虎雄氏(中央) 
 

報告 

ジェットエンジン卒業設計の紹介 
 

今成邦之(昭和 60/3. 原動機学専修) 
 
 航空宇宙工学科では、卒業設計の伝統が今も続いて

おります。非常勤講師として卒業設計の指導に参加さ

せていただいて 7年目となりました。今回、ジェット

エンジン卒業設計の現状について紹介する機会をい

ただいたことに感謝いたします。現状を出来るだけ正

しく報告させていただくとともに、指導を通じて感じ

ていることについて述べさせていただきたいと思い

ます。 

 毎年、平均すると 8人から 9人の学生がジェットエ

ンジンの卒業設計を選択しています。卒業論文を終え

た直後の 12 月初旬、まずはどういう用途のエンジン

を設計するのか、何をそのエンジンの特徴とするのか、

と言った設計コンセプトを考える所から開始します。

学生が選ぶエンジンのタイプとして最も人気がある

のは、やはり亜音速旅客機用である高バイパス比ター

ボファンエンジンです。2軸のエンジンを選ぶ人が最

も多いですが、時々3軸のエンジンを選ぶ人も見受け

られます。最近は、環境負荷低減と燃料費高騰に伴う

燃料消費量低減のニーズが強まっていることを反映

し、ギアドターボファン、オープンローター(プロッ

プファン、アドバンスド・ターボプロップなどとも言

う)の人気が出てきています。一方で、やはり速く飛

ぶことに魅力を感じる学生も多く、超音速旅客機用や

宇宙往還機用ミッションの一部をなす低バイパス比

エンジンも根強い人気があり、低騒音化、可変サイク

ル化または可変バイパス比化などに特徴を持たせな

がら、毎年数人が選んでいます。また、垂直離着陸が

出来る航空機も学生の興味を引くようで、ヘリコプタ

用エンジン、チルトローター用エンジン、推力偏向ノ

ズル付きエンジンや離着陸専用ファンと巡航用ファ

ンの 2 つを有するエンジンなども時折見受けられま

す。珍しいものとしては、パルスデトネーションエン

ジン付やウェーブローター付きのジェットエンジン

や船、車用のガスタービンエンジンもあります。毎年、

色々なエンジンが出てくるので、指導する側も非常に

楽しみながらやっております。 

 次に、1月末くらいまでかけて、設計コンセプトの

具体化をしていきます。始めにサイクル設計を行い、

その結果を実現する空気流路と、圧縮機やタービン翼

列の速度三角形の設計を行います。見かけ上、昔と今

で最も大きな違いを感じるのはこの段階です。私が卒

業設計を行ったのは 25 年前ですが、その時は電卓を
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叩きながらその結果を紙にメモしながら、満足する解

を得るまで幾度と無く計算を繰り返しました。また、

諮問の資料は手書きであり、特に段数の多い圧縮機の

速度三角形の作画には苦労しました。今では、殆ど全

ての学生が1人1台のノートパソコンを所有しており、

搭載されている表計算ソフトウェアを使いながら、結

果の作画も自動的に処理しています。間違いなく設計

生産性は向上しています。しかしながら、間違いが多

いのもこのプロセスであり、諮問に参加される教員の

方々とどこがおかしいかの間違い探しをするのは昔

も今も同じです。 

 設計コンセプトの具体化が終わると、断面図の作成

に入ります。図面は伝統的に実物大の寸法のものを手

書きで書きます。ここは昔から変わらぬ所です。大き

い図面だと長さが 5m を超える場合もあります。この

ような大きな図面は書くだけでも時間がかかり、大き

な後戻りがあると致命傷になってしまうため、A3 サ

イズ程度の概略図を先に書いてもらって、軸受けの配

置、ロードパスであるストラット、マウント位置など、

エンジンの全体構造をはっきりと把握してもらうよ

うにしています。また、2月初旬には、既存エンジン

断図面について詳細な解説を行うとともに、エンジン

を構成する部品の 3 次元形状を理解してもらうため

に工場現場の見学会を行っています。さらに、部品の

製造方法の講義も並行して行われます。 

 最終諮問は 2月末頃に実施されますが、いつもなが

ら驚かされるのは学生達の底力です。毎年、必ず 2

人か 3人、遅れる人が出てきます。もう間に合わない

のではと心配するのですが、2月中旬くらいから猛然

とラストスパートを開始し、最終諮問では、憔悴した

顔をしているものの、トレーシングペーパーに清書し

た図面と設計計算書を持参して現われ、教員の質問に

も的確に回答し、卒業していきます。この姿を見て安

堵するとともに、ジェットエンジンの理解者が増えた

ことに喜びを感じます。 

 私も会社で研究開発に従事している関係上、様々な

大学の方々とお付き合いをさせていただいておりま

す。機械系の学科の全体的な傾向として、理学指向、

専門化指向がより進んできているように感じていま

す。先端性が求められる以上、この方向性は一理ある

と思います。しかし、ものづくりの視点で言えば、熱

力学、流体力学、材料力学、機械力学と言った代表的

な学問を統合して使いこなすスキルやものの形をイ

メージして他者に伝えるスキルなど、実際のものづく

りとの接点も大事にして欲しいと思います。そういう

意味では、航空学科のカリキュラムは大変バランスが

取れていると感じております。4年生にとっては非常

に大変なのですが、やればやっただけ身に付く年代で

あることもあり、これからも卒業論文と卒業設計を両

輪として実施する伝統を守り続けていただきたいと

祈念して、本報告を終わりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

指導風景 : 実寸で描かせます 

 



 
 

（１）航空宇宙会総会および講演会のお知らせ 

 下記の要領で開催しますので、ご参加の程お願い申

し上げます。 

 １．日時：平成 23 年 6月 25 日（土）15 時 

 ２．会場：東京大学 武田ホール 

〒113-0032 東京都文京区弥生 2-11-16 

東京大学浅野地区 武田先端知ビル 5 階 

（下記 URL の地図をご参照下さい。） 

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html 

 ３．講演会：15 時～17 時 

  次期固定翼哨戒機（XP-1)・次期輸送機（XC-2)

の開発 

１）開発全般と状況 泉頭 悦郎氏（防衛省技術

研究本部 昭和 55/3．航空工学専修） 

２）機体の特徴と設計の考え方 久保 正幸氏（川

崎重工業株式会社航空宇宙カンパニー付 昭和

46/6．航空工学専修) 

 ４．総会：17 時 

 ５．懇親会：総会に引き続き開催 
    会費 \5,000（学生 \1,000） 

 同封の会費振込用紙で、4 月末日までにご出欠の回答
をお願いします。必要事項（氏名、卒業年月、コース、
現住所、封筒ラベル下段整理番号、異動）も併せてお
知らせ下さい。下記メール、FAX でも出欠を受け付け
ています。「航空宇宙会総会」と明記の上ご送信下さい。 
 

 

 

 
 

航空宇宙会からのお知らせ 

 航空宇宙会総会 出欠申込（いずれか）  
[1] 会費振込用紙：00150-1-55763 航空会（註：旧称継続）

[2] E-mail： 
[3] Fax： 
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（２）会費について 

 「航空宇宙会会費・通信費」として年額 1,000 円をお

願いしております。同封の会費振込用紙でお振込下さ

い。総会ご参加時にお支払い頂くことも可能です。卒

業後 55 年以上（本年は昭和 30 年卒以前）の方は無料

です。よろしくお願い申し上げます。 
 
（３）クラス会のお知らせ 

 本年度のＮクラス会、卒業後２年目のクラス会をお

願いしている幹事は以下の通り（敬称略）です。 

＜昭和４１年卒クラス会＞ 

原 宣一  

金井 宏  
 
＜昭和４６年卒クラス会＞ 

荒川 義博  
 
＜昭和５１年卒クラス会＞ 

犬飼 賢一  
 
＜昭和５６年卒クラス会＞ 

渡辺 紀徳  

青木 隆平  
 
＜昭和６１年卒クラス会＞ 

長谷川 智彦  

清水 隆三  
 
＜平成３年卒クラス会＞ 

田口 秀之  

川勝 康弘  
 
＜平成８年卒クラス会＞ 

新城 淳史  

岡井 敬一  

姫野 武洋  
 
＜平成１３年卒クラス会＞ 

堤 誠司  

金崎 弘文  
 
＜平成１８年卒クラス会＞ 

柳澤 大地  

田中 辰治  

＜平成２１年卒クラス会＞ 

岡田佳祐  

佐久間康典  

土居龍弥  
 
（４）第 18 回航空宇宙会懇親ゴルフ大会のお知らせ 

 懇親ゴルフ大会も「番茶も出花」の 18 年目を迎えま

した。今年もさわやかな秋風を感じながら、グリーン

上に白球を追ってみませんか。昨年は、久々にご参加

された相原さん（37 年卒）がシュアなゴルフで優勝さ

れ、たまたま準優勝も相原先生（31 年卒）ということ

になりました。 
 

  
さて、今年も下記要領でゴルフ大会を行いますので、

若い方の新規参加も含め、大勢の方のご参加を期待し

ております。 

日時：平成 23 年 10 月 17 日（月） 

   場所：湘南カントリークラブ 

   費用：約 2 万 5 千円 

参加ご希望の方は、下記幹事まで御連絡下さい。 

  日根野 穣 （昭和 32/3．航空学専修） 

    Tel/Fax： 

    e-mail： 

  青村 明 （昭和 46/6．航空工学専修） 

    Tel/Fax： 

    e-mail: 
 

 
＜訃報＞ 
 この一年間に事務局に届けられました訃報です。 
謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上

げます（敬称略）。 
 

氏名 卒業 コース

山内 正男 昭 13. 3  

長谷川 龍雄 昭 14. 3  

濱 良助 昭 15. 3 機 

岡太 直 昭 15. 9 機 

中島 粂男 昭 17. 9 機 

内田 茂男 昭 17. 9 機 

内藤 晃 昭 19. 9 Ⅱ.機 

島 成嘉 昭 20. 9 Ⅱ.機 

村田 健郎 昭 20. 9 Ⅱ.原 

百瀬 宏 昭 22. 9 Ⅱ.原 

信濃 俊郎 昭 31. 3 原 

廣木 強 昭 35. 3 原 

原 幸三郎 昭 36. 3 航 

黒河 邦彦 昭 45. 3 航 

佐川 公一 昭 61. 3 航 

當麻 丹吾 旧職員 工作室

 
［編集担当：姫野武洋（平成 8/3．推進コース）］


